
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

フェルメールの魅力って 

アートをもっと身近に，もっと楽しみませんか。専門家の方から気軽にアートのお話を聞き，質問

する楽しいカフェです。（今回は、冷たい飲み物が１本付きます。） 

ポストカードのプレゼントがあります。 

2026年 9月 12日（土）午後 1時半～3時 
その後 1時間程度のギャラリーツアー 

当日開催中の長岡造形大学大学祭の展示場所を学生さんが案内してくれます！ 

会 場：長岡造形大学 円形講義室 

参 加 費：無料（ポストカードのプレゼントあり。ペットボトル飲料付。） 

定 員：50名 

申込締切：2026年 9月 4日（金）定員になり次第締め切り 

申込方法：QRコード、またはメール（tomo@kenbitomo.org） 

【お問い合わせ】 新潟県立美術館友の会事務局 

       電話 0258-28-4419 日曜・火曜 10:00～15:00 

主催：新潟県立美術館 友の会 

今井 有 氏 
 新潟県立近代美術館 学芸企画課長  

第 21 回 アートカフェ in 造形大 

 

な
ん
だ
ろ
う
？ 

ヨハネス・フェルメール《デルフトの眺望》

1660-61年頃 マウリッツハイス美術館蔵 

ヨハネス・フェルメール《真珠の耳飾りの少女》

1665 年頃 マウリッツハイス美術館蔵 

この夏、《真珠の耳飾りの少女》

の来日で大きな話題となって

いる 17 世紀オランダの画家フ

ェルメール。フェルメールの作

品はなぜここまで人を惹きつ

けるのか、同時代のオランダの

画家などと比較しながら、その

特徴と魅力について考えてみ

たいと思います。 

mailto:tomo@kenbitomo.org

